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刊行された「超大国・中国のゆくえシリーズ」第二巻の青山瑠妙、天児慧著『外交と国際秩序』は、 外交の歴史を振り返り、経済活動とともに伸張する近年の対外関係を概観する。外交理念 国内 政治論争、さらに国際秩序観を伝統文化から考察し、歴史的要因を考慮して外交現象の分析を試みている。天児によると、中国外交の重要政策の決定権は特定個人からトップ集団へと移行しており、政策決定の多元化が進んでいる。あわせて、社会環境 多元化しており、現状認識、未来 あり方をめぐる論議が、中国の対 戦略、外交政策に影響を及ぼすようになっている。現代中国を総合的に捉え、
核心的問題を理解するための視座を与えてくれるだろう。　
次に中国の外交戦略に焦点を当て



































日本――批判 刃を己に――』 （亜紀書房、二○一五年）は、二○○九年に出版された『敬重与惜別――致日本――』 （中国友誼出版
の翻訳
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